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番外編

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

結
成
1
2
0
周
年
を
明
年
に
控
え
て
い

た
国
際
金
属
労
連
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が
、「
発
展

的
に
解
散
」
し
た
。

　
「
昨
今
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
挑
戦
に
は
一
刻

の
猶
予
も
な
ら
ぬ
」（
フ
ー
バ
ー
Ｉ
Ｍ
Ｆ
会

長
）
と
の
発
言
の
響
く
な
か
、
さ
る
６
月

下
旬
、臨
時
大
会
を
も
っ
て
解
散
を
承
認
、

そ
し
て
製
造
業
Ｇ
Ｕ
Ｆ
３
組
織
統
合
に
よ

る
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
」
の
結
成
に

繋
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
金
属
労
働
運
動
に

と
っ
て
も
、
拡
大
し
た
組
織
の
一
翼
を
担

う
、
新
た
な
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
機
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
歴
史
を
中
心
に
、

今
後
への
期
待
を
含
め
て
書
く
よ
う
求
め
ら

れ
た
。

　

そ
れ
で
す
ぐ
に
思
い
起
こ
し
た
の
は
、

歴
史
学
者
、
E
・
H
・
カ
ー
の
言
葉
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
歴
史
と
は
、
現
在
と
未
来

と
の
尽
き
せ
ぬ
ダ
イ
ア
ロ
グ（
対
話
）
で
あ

る
。」
（
注
1
）
が
そ
れ
だ
。

　

本
稿
で
は
、
紙
幅
に
限
り
が
あ
り
、
と

て
も
「
対
話
」
と
ま
で
は
い
か
ぬ
が
、
あ

え
て
個
人
的
視
点
か
ら
す
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
小
史

を
記
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
結
成
の
由
来

　

ま
ず
背
景
で
あ
る
。
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス

の
Ｇ
・
Ｄ
・
Ｈ
・
コ
ー
ル
教
授
は
、「
産
業

革
命
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
創
り
出
す

と
と
も
に
、
労
働
運
動
を
産
み
落
と
し
た
」

と
記
述
し
た
。

　

そ
し
て
、「
産
業
革
命
が
一
切
の
労
働
者

を
賃
金
制
度
と
い
う
共
通
の
鋳
型
に
鋳
込

む
よ
う
に
な
っ
た
時
、
労
働
者
に
団
結
の

意
識
が
生
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
産
業
革
命

が
労
働
運
動
を
産
み
落
と
し
た
の
で
あ
る
」

（
注
２
）
と
続
け
て
い
る
。
産
業
革
命
は
近

代
的
労
働
組
合
の
母
、
と
い
う
フ
レ
ー
ズ

は
こ
こ
か
ら
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
市
民

革
命
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
時
代
の
流

れ
を
近
代
と
そ
れ
以
前
と
に
分
け
る
、
分

水
嶺
な
の
で
あ
っ
た
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
産
業
革
命
は
18
世
紀

後
半
に
始
ま
り
19
世
紀
初
め
ま
で
続
い
た

長
期
の
革
命
で
あ
る
。
こ
の
間
、
急
進
的

な
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
運
動
に
象
徴
さ
れ
る

諸
々
の
闘
争
が
打
ち
続
い
た
。
そ
う
し
た

な
か
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
し
て
目
覚

め
た
労
働
者
階
級
は
自
ら
の
結
社
を
形
成

し
て
い
く
。
こ
の
時
代
は
、
い
わ
ば
労
働

組
合
の
草
創
期
で
あ
る
。

　

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

労
働
者
階
級
の
状
態
」（
１
８
４
５
年
）（
注

３
）
を
刊
行
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
遅
れ
て
近

代
化
の
始
ま
っ
た
欧
州
大
陸
の
労
働
運
動

に
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
っ

た
。
主
要
国
の
初
期
労
働
運
動
は
、
参
政

権
な
ど
政
治
的
・
社
会
的
な
要
求
を
打
ち

「
誇
り
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
連
帯
の
歴
史
」

　

︱
ま
た
は
国
際
金
属
労
連（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）小
史
考

出
し
て
取
り
組
ん
だ
が
、
と
く
に
賃
金
・

労
働
条
件
の
国
境
を
超
え
た
欧
州
大
の
上

位
平
準
化
や
、
連
帯
行
動
を
構
想
し
て
、

す
で
に
運
動
の
基
本
理
念
に
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
国
際
主
義
）
の
萌
芽
を

内
包
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

第一イ
ン
タ
ー

　

当
時
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
主

導
し
た
の
は
社
会
主
義
思
想
で
あ
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
構
想
に
よ
る

初
の
労
働
者
の
国
際
組
織
、「
国
際
労
働
者

金
属
労
協
顧
問　

小
島
正
剛
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折
し
も
フ
ラ
ン
ス
革
命
１
０
０
周
年
の
年

で
あ
った
。

国
際
産
業
別
組
織
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
誕
生

　

１
８
９
１
年
、
第
二
イ
ン
タ
ー
の
第
２

回
大
会
が
ブ
リ
ュッ
セ
ル
で
開
催
さ
れ
る

と
、
出
席
し
た
金
属
、
繊
維
、
鉱
山
な
ど

各
産
業
か
ら
の
労
働
者
代
表
は
、
そ
の
機

を
捉
え
そ
れ
ぞ
れ
産
業
別
で
も
会
議
を
開

い
た
。
金
属
労
働
者
代
表
は
そ
の
会
議
に

お
い
て
、
国
際
的
な
情
報
交
換
や
相
互
支

援
の
た
め
の
チ
ャ
ネ
ル
構
築
の
可
能
性
、

そ
の
基
礎
づ
く
り
を
論
議
し
た
。

協
会
（
I
W
M
A
。
俗
に
第
一
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）」
の
１
８
６
４
年
創
立
は
、

世
界
労
働
運
動
史
上
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン

グ
な
試
み
で
あ
り
、
労
働
運
動
の
思
想
的

前
進
に
大
き
な
イ
ンパ
ク
ト
を
与
え
た
。

　

し
か
し
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
敗
退
後
、

政
治
偏
重
の
批
判
の
う
ち
に
、
米
国
ニュ
ー

ヨ
ー
ク
に
本
部
を
移
し
、
１
８
７
２
年
に

そ
の
役
割
を
終
焉
さ
せ
て
し
ま
う
。

●
こ
の
時
代
（
１
７
６
４
～
１
８
７
６
年
）

は
、
労
働
組
合
の
基
礎
の
確
立
期
に
位
置

づ
け
ら
れ
（
コ
ー
ル
）、
経
済
史
的
に
は
産

業
資
本
主
義
の
形
成
・
黄
金
期
に
符
合
す

る
と
み
て
よ
い
。

第
二
イ
ン
タ
ー

　

そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
産
業
民
主
制
論

を
提
唱
し
た
シ
ド
ニ
ー
＆
ベ
ア
ト
リ
ス
・

ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻
の
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
が
生

ま
れ
る
な
ど
し
て
、
労
働
運
動
や
労
働
党
、

社
会
主
義
政
党
の
勢
い
が
高
揚
す
る
な
か
、

新
た
な
国
際
連
帯
組
織
の
必
要
性
が
一
層

高
ま
る
。

　

１
８
８
９
年
パ
リ
で
開
催
し
た
国
際
労

働
者
大
会
は
、
ベ
ル
ギ
ー
労
働
党
の
尽
力

で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
克
服
し
、
新
た

な
「
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
俗

に
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）」
の
発
足

を
決
定
し
た
。
こ
れ
が
後
に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
結
成

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

ベ
ル
ギ
ー
（
2
人
）、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
が
各
１
人
で
あ
り
、

６
万
人
を
代
表
し
た
。

　

か
れ
ら
は
人
権
や
労
働
組
合
基
本
権
擁

護
に
自
ら
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
確
認
し
、

『
万
国
の
金
属
労
働
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
』
を

発
し
た
。
そ
の
主
張
点
の
多
く
は
、
今
日

的
課
題
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。

　

ア
ピ
ー
ル
に
は
「
労
働
者
階
級
の
子
弟

が
最
初
か
ら
物
乞
い
や
な
ら
ず
者
だ
と
顰ひ
ん

蹙し
ゅ
くを
買
い
、
一
方
で
金
持
ち
の
子
弟
ら
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
富
裕
層
の
後
継
者
と
さ

れ
る
の
は
正
当
な
の
か
？

　

こ
の
格
差
一つ
だ
け
で
も
、
労
働
者
階

級
を
覚
醒
さ
せ
、
こ
の
屈
辱
的
な
束
縛
か

ら
自
ら
を
解
き
放
つ
べ
く
立
ち
上
が
ら
せ
、

天
与
の
人
権
の
た
め
に
戦
う
勇
気
に
火
を

つ
け
る
の
だ
。」
と
あ
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
置
か
れ
た
状
況
が
し
の
ば
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
は
「
機
械
を
生
産
す
る
諸
君
た

ち
労
働
者
が
、
年
々
、
失
業
者
の
群
れ
に

加
わ
り
、
失
業
の
故
に
現
役
労
働
者
を
低

賃
金
の
犠
牲
に
直
面
さ
せ
て
い
る
状
況
が

あ
る
。
諸
君
こ
そ
労
働
組
合
組
織
の
前
進

を
主
導
す
る
、
偉
大
に
し
て
神
聖
な
役
割

を
担
って
い
る
！

　

同
志
諸
君
、
諸
君
の
子
弟
が
父
親
の
行

動
を
誇
り
を
持
っ
て
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
自
由
で
断
固
た
る
行
動
を
と

ろ
う
で
は
な
い
か
！

　

合
言
葉
は
“
前
へ
、
さ
ら
に
前
へ！
”

で
あ
る
。
組
織
を
拡
大
し
よ
う
！
組
織
は

力
な
の
だ
！
」
な
ど
の
文
章
が
み
え
る
。

　

大
会
は
、「
国
際
情
報
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」（
後

の
書
記
局
）
の
設
置
を
決
め
、
各
国
労
働

運
動
の
情
報
収
集
・
発
信
の
役
割
を
与
え

た
。
機
関
紙
『
国
際
金
属
労
働
者
レ
ビュー

（
評
論
）』
は
英
独
仏
語
で
編
集
さ
れ
て
、

要
求
課
題
や
闘
争
状
況
、
労
働
法
の
動
き

な
ど
各
国
労
組
の
貴
重
な
情
報
源
と
な
り
、

連
帯
行
動
の
要か
な
め目

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
こ
の
年
を
も
っ
て
結
成
の
年

と
し
て
い
る
。

　

結
成
当
初
の
時
代
は
、
深
刻
な
労
働
争

議
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
相

次
い
で
い
た
。
こ
の
頃
す
で
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

は
国
際
連
帯
基
金
を
設
置
し
て
、
金
属
労

組
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
強
化
し
て
お
り
、
そ

の
連
帯
の
伝
統
は
今
日
に
至
って
い
る
。

　

１
９
０
０
年
、
パ
リ
で
開
い
た
第
３
回

国
際
金
属
労
働
者
大
会
の
議
題
に
は
、
次

Ｉ
Ｍ
Ｆ
結
成
大
会
が
開
か
れ
た

ホ
テ
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ネ
ン

　

そ
う
し
た
作
業
を
踏
ま
え
、
１
８
９
３

年
８
月
11

−14
日
、
第
１
回
国
際
金
属
労

働
者
大
会
が
ス
イ
ス・チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
（
ホ

テ
ル
・
シュヴ
ァ
ー
ネ
ン
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

出
席
し
た
代
表
は
８
ヵ
国
か
ら
の
30
人

で
、
ス
イ
ス
（
18
人
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア=

ハ
ン
ガ
リ
ー
（
4
人
）、
ド
イ
ツ
（
3
人
）、

『
国
際
金
属
労
働
者
レ
ビ
ュ
ー
』
創
刊
号

（
1
9
0
5
年
）
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の
よ
う
な
案
件
が
見
え
る
。「
情
報
交
換
」、

「
８
時
間
労
働
制
の
確
立
」、「
組
織
化
支

援
」、「
国
境
を
越
え
て
事
業
展
開
し
、
ま

た
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
脅
迫
す
る
使
用
者

に
対
し
て
採
る
べ
き
超
国
家
的
な
産
業
行

動
そ
の
他
の
措
置
、
連
帯
基
金
、
ス
ト
破

り
対
策
」、「
労
働
条
件
の
上
位
平
準
化
」、

「
若
年
労
働
者
の
職
業
訓
練
と
擁
護
」、「
不

公
正
な
生
産
・
労
働
慣
行
の
公
表
」
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
、
さ
な
が
ら
現

代
の
運
動
課
題
を
指
摘
し
て
い
る
か
の
よ

う
だ
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
１
０
０
年
以

上
経
っ
た
今
日
で
も
基
本
的
な
問
題
は
片

付
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

　

１
９
０
０
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
組
織
勢
力
は

24
万
人
で
あ
っ
た
。
７
年
で
４
倍
に
な
っ

て
い
る
。

　

当
時
、
イ
ギ
リ
ス
で
働
く
フ
ラ
ン
ス
人

移
住
金
属
労
働
者
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参

加
し
、
ス
ト
期
間
中
ス
ト
給
付
を
イ
ギ
リ

ス
の
当
該
労
組
か
ら
受
け
た
記
録
が
あ
る
。

関
係
国
労
組
間
で
も
す
で
に
相
互
支
援
協

定
が
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
種
の
協
定
は
複
数
存
在
し
て
い
た
。

　

１
９
０
４
年
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開

い
た
第
４
回
国
際
金
属
労
働
者
大
会
は
、

組
織
の
名
称
を
「
国
際
金
属
労
連
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）」
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

は
「
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
の
活
動
を
引
き
継
ぎ
、

よ
り
機
能
的
な
国
際
連
帯
活
動
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
き
に
組
織
勢
力
は

44
万
人
。
組
織
は
そ
れ
ま
で
ア
イ
ア
ン
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
鉄
の
イ
ン
タ
ー
）

と
も
呼
ば
れ
て
き
た
。

　

１
９
１
３
年
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
（
第
７

回
）
の
折
に
は
組
織
勢
力
は
92
万
人
に
達

し
て
い
た
。

第一次
世
界
大
戦

　

１
９
１
０
年
代
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
よ
う

な
国
際
産
業
別
組
織（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
は
32
組

織
存
在
し
た
と
記
録
に
あ
る
（
現
在
は
Ｇ

Ｕ
Ｆ
と
し
て
９
組
織
）。
し
か
し
、
第
一

次
世
界
大
戦
勃
発
で
、
活
動
は
停
止
を
迫

ら
れ
る
。
各
国
労
働
運
動
は
反
戦
の
「
の

ろ
し
」
は
揚
げ
た
も
の
の
、
戦
争
を
阻
止

す
る
に
十
分
な
力
量
は
発
揮
し
得
な
か
っ

た
。
ド
イ
ツ
社
民
党
の
例
に
見
る
ま
で
も

な
く
、
労
働
者
政
党
も
愛
国
的
色
彩
を
強

め
、
一
時
的
に
せ
よ
労
働
者
の
国
際
連
帯

を
忘
却
し
、
労
働
者
も
ま
た
戦
乱
に
巻
き

込
ま
れ
た
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
も
ま
た
、
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
が
、
組
織
が
壊
滅
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
大
戦
２
年
目
に

は
組
織
が
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
り
、
全
米

機
械
工
労
組
（
Ｉ
Ａ
Ｍ
）
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
再
加

盟
を
決
定
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
鋳
型
工
労
組

も
加
盟
を
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
機
関

紙
も
継
続
的
に
発
行
さ
れ
た
の
で
あ
った
。

●
こ
の
時
代
（
１
８
７
６
～
１
９
１
４
年
）

は
、
労
働
運
動
の
高
揚
と
挫
折
の
時
期
で

あ
り
、
経
済
史
的
に
は
独
占
資
本
主
義
の

時
代
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
へ

の
移
行
期
に
符
号
す
る
と
見
て
よ
い
。

二
つ
の
大
戦
の
狭
間
で

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
初
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界

大
会
（
第
８
回
）
は
１
９
２
０
年
、
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
、
２
１
６
万
８
０

０
０
人
を
代
表
し
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世

界
大
戦
勃
発
ま
で
の
間
、
加
盟
組
織
に
も

失
業
者
が
増
大
し
、
そ
の
数
も
数
十
万
人

と
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
１
９
３
２
年
に

は
組
織
勢
力
は
１
３
０
万
人
に
落
ち
、
翌

１
９
３
３
年
に
は
72
万
人
に
激
減
し
た
。

　

世
界
的
な
労
働
戦
線
統
一の
欠
如
は
、

不
幸
に
も
再
び
致
命
的
な
結
果
を
も
た
ら

す
。
１
９
２
０
年
代
以
降
、
国
家
社
会
主

義
（
ナ
チ
ズ
ム
）、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
フ
ァ
ラ

ンへ
主
義
な
ど
の
靴
音
が
欧
州
大
陸
を
席

巻
し
始
め
た
。
30
年
代
は
じ
め
に
は
こ
う

し
た
体
制
は
主
要
国
の
労
働
組
合
組
織
を

シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
崩
壊
さ
せ
、
Ｉ
Ｔ

Ｓ
の
加
盟
組
織
を
抑
圧
、解
体
さ
せ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
加
え
て
経
営
者
の
労
組
敵

視
は
不
変
だ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦

　

１
９
３
９
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃

発
は
、
再
び
国
際
労
働
運
動
の
展
開
を
停

止
さ
せ
た
。
と
く
に
ド
イ
ツ
占
領
軍
は
多

く
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
書
記
局
を
閉
鎖
さ
せ
た
。

一
部
Ｉ
Ｔ
Ｓ
は
中
立
国
や
イ
ギ
リ
ス
に
亡

命
し
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
苦
難
に
耐

え
た
。

　

欧
州
大
陸
で
は
多
く
の
金
属
労
働
者
や

活
動
家
が
ナ
チ
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
に
身
を
投
じ
た
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
連
帯
の
精
神
の
も
と
、

第７回ＩＭＦ世界大会（ベルリン）

ファシストの襲撃を受けたイタリア・トリノの
労働組合会館食堂
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の
理
由
で
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
下
部
組
織
と
し

て
の
統
合
を
承
認
し
な
かっ
た
。

　

１
９
５
１
年
の
第
２
回
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
世

界
大
会
（
ミ
ラ
ノ
）
に
至
っ
て
も
Ｉ
Ｔ
Ｓ
側

の
姿
勢
は
不
変
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に

両
者
の
関
係
が
最
終
的
に
整
理
さ
れ
る
に

至
った
。
す
な
わ
ち
、
両
者
の
「
自
主
独
立・

相
互
不
可
侵
・
相
互
連
携
」
を
謳
っ
た
「
ミ

ラ
ノ
協
定
」
の
締
結
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
も
今
日
に
至
る
ま
で
民
主
的
な
自

主
独
立
路
線
を
保
持
し
た
の
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織
展
開
へ

　

大
戦
後
初
の
1
9
4
7
年
Ｉ
Ｍ
Ｆ
コ
ペ

ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
会
（
第
15
回
）
時
、
組
織

勢
力
は
２
６
５
万
人
と
な
り
、
４
年
後
の

ブ
ル
ゲ
ン
シ
ュ
ト
ッ
ク
大
会
（
第
16
回
）

時
に
は
６
０
０
万
人
を
超
え
る
勢
力
と

な
っ
て
い
た
。
こ
の
大
会
を
契
機
に
自
動

車
、
造
船
な
ど
「
産
業
別
部
会
」
の
設
置

が
始
ま
っ
た（
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
P
・
ル
ー
サ

ー
自
動
車
部
会
長 

ほ
か
）。
こ
れ
ら
の
部

会
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
も
引
き
継

が
れ
る
が
、
金
属
共
通
の
課
題
も
あ
り
う

る
の
で
、
金
属
関
係
部
会
の
横
の
連
携
は

今
後
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

二
つ
の
大
戦
を
経
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
順
調

に
再
建
を
果
た
し
た
。
こ
の
間
、
欧
州
中

心
主
義
（
ユ
ー
ロ=
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
）
か

ら
真
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織
へ
と
発
展
し

労
組
相
互
の
支
援
協
力
は
密
か
に
、
し
か

し
細
々
と
な
が
ら
継
続
し
た
。

　

亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
大
陸
か
ら
の

労
働
運
動
家
ら
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
「
一
夜

の
宿
」
を
得
た
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
こ

の
間
に
開
か
れ
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
イ
ギ
リ
ス
支
部

の
年
次
大
会
は
、
彼
ら
を
迎
え
て
国
際
色

が
横
溢
し
、
さ
な
が
ら
国
際
会
議
の
様
相

を
呈
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
（
イ
ギ
リ
ス
支
部

大
会
議
事
録
）。

●
こ
の
二
つ
の
大
戦
間
の
労
働
運
動
の
時

代
（
１
９
１
４
～
１
９
３
９
年
）
は
、フ
ァ

シ
ズ
ム
に
よ
る
弾
圧
、
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の

犠
牲
の
時
代
で
あ
り
、
経
済
史
的
に
は
資

本
主
義
の
全
般
的
危
機
、
国
家
独
資
本
主

義
の
時
期
に
符
合
す
る
と
し
て
よ
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の

Ｉ
Ｍ
Ｆ

Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
の
結
成

　

終
戦
も
真
近
な
１
９
４
５
年
２
月
、
ロ

ン
ド
ン
で
開
い
た
世
界
労
組
会
議
は
、
世

界
労
連
（
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
）
の
結
成
を
決
議
。

終
戦
後
の
同
年
10
月
、
パ
リ
で
結
成
大
会

が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
短
時
日
の
う
ち
に
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
や
労
働
組
合
の
役

割
、
政
党
と
の
関
係
な
ど
を
め
ぐ
る
抗
争

が
東
西
労
組
間
に
生
じ
、
組
織
運
営
上
の

阻
害
要
因
と
な
っ
た
。

組
織
の
自
律
性

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
そ
の
他
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
め
ぐ
る
論
争
も
そ
う
し
た
対
立
に
大

き
な
比
重
を
占
め
た
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連

の
組
織
と
そ
の
同
調
派
は
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
伝
統

的
な
民
主
・
自
律
性
を
受
け
入
れ
ず
、
完

全
な
中
央
集
権
的
構
造
を
も
つ
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ

を
仕
上
げ
る
べ
く
、
そ
の
下
部
機
構
（
産

別
部
門
）
と
し
て
Ｉ
Ｔ
Ｓ
を
組
み
込
む
こ

と
を
要
求
し
た
。
だ
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
を
始
め
と

す
る
Ｉ
Ｔ
Ｓ
側
は
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
と
の
協
力
を

支
持
し
つ
つ
も
、
自
ら
の
組
織
的
・
財
政

的
独
立
性
の
保
持
を
主
張
し
、
熟
慮
の
末

ソ
連
側
の
要
求
を
一
致
し
て
拒
否
し
た
。

時
あ
た
か
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
名
舵
取
り
、
コ
ン

ラ
ッ
ド
・
イ
ル
グ
書
記
（
在
任
34
年
）
の

時
代
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
組
織
を

よ
し
と
せ
ぬ
西
側
諸
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

セ
ン
タ
ー
も
Ｉ
Ｔ
Ｓ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
支

持
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
、
共
産
化
を
防
止
す
べ

く
提
起
さ
れ
た
、
米
国
に
よ
る
欧
州
経
済

復
興
計
画
（
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
）
の
是

非
を
め
ぐ
る
対
立
も
生
じ
、
結
局
西
側
世

界
の
労
組
は
新
組
織
の
結
成
を
構
想
す
る
。

　

１
９
４
９
年
11
月
、
ロ
ン
ド
ン
で
「
パ

ン
と
自
由
と
平
和
」
の
国
際
自
由
労
連
（
Ｉ

Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ｕ
）が
発
足
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

時
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
他
の
Ｉ
Ｔ
Ｓ
も
従
来
同
様

た
。
1
9
4
9
年
に
は
史
上
初
め
て
米
国

で
中
央
委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。

日
本
労
組
と
の
接
触

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
初
め
て
日
本
の
労
働
代
表
と

接
触
し
た
の
は
、
１
９
５
２
年
、
第
４
回
Ｉ

Ｌ
Ｏ
金
属
工
業
労
働
委
員
会
（
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
）
に
出
席
し
た
古
賀
專
総
同
盟
主
事

（
造
船
総
連
書
記
長
）
と
さ
れ
て
い
る
。

１
９
５
４
年
に
は
第
37
回
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
に

日
本
代
表
顧
問
と
し
て
出
席
し
た
天
池
清

次
前
金
同
盟
主
事
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部
（
ベ
ル

ン
、
当
時
）
を
訪
問
、
同
年
開
催
予
定
の

第
17
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
へ
の
招
請
を
受

け
て
い
る
（
こ
の
大
会
に
は
井
堀
繁
雄
全

金
同
盟
副
会
長
が
出
席
し
た
）。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
戦
後
復
興
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ

た
日
本
の
、
金
属
労
組
と
の
接
触
・
連
携

を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。

初
の
会
長
、
書
記
長
選
出

　

１
９
５
４
年
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
会
（
第
17

回
）
は
、
拡
大
し
た
組
織
（
７
３
０
万
人
）

と
そ
の
重
要
性
か
ら
戦
後
初
め
て
設
け
ら

れ
た
会
長
職
に
ハ
リ
ー
・
ダ
グ
ラ
ス
Ｉ
Ｍ
Ｆ

イ
ギ
リ
ス
支
部
書
記
（
イ
ギ
リ
ス
鉄
鋼
労

組
総
連
合
議
長
）
を
選
出
し
、
当
時
逝
去

し
た
イ
ル
グ
書
記
に
代
わ
り
初
代
書
記
長

職
に
は
、
ア
ド
ル
フ
・
グ
ラ
デ
ル
書
記
長
（
ス

イ
ス
金
属
時
計
労
組
）
を
選
出
し
た
。
同
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書
記
長
は
当
時
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 

「
た
だ
努
力
あ
る
の
み
。
こ
れ
ま
で
以
上

に
“
国
際
レ
ベ
ル
の
活
動
調
整
” 

が
求
め

ら
れ
る––

と
く
に
労
働
時
間
短
縮
、
社
会

保
障
の
格
差
是
正
、
発
展
途
上
国
労
組
へ

の
支
援
、
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
普
遍
化
、
国
際
連
帯
強
化
と

相
互
支
援
推
進
な
ど
で
あ
る
。」

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ
の
対
応

労
働
時
間
短
縮

　

１
９
５
７
年
に
ド
イ
ツ
・
ケ
ー
ニ
ヒ
シ
ュ

タ
イ
ン
で
開
い
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
労
働
時
間

短
縮
会
議
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
組
合
の
時
間

短
縮
闘
争
に
火
を
つ
け
た
。
翌
１
９
５
６

年
に
は
ベ
ル
ギ
ー
金
属
労
組
が
週
48
時
間

を
45
時
間
に
短
縮
し
て
最
初
の
成
果
を
上

げ
た
。
こ
の
闘
争
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
加
盟
組
織
か
ら
の
資
金
カ
ン

パ
な
ど
連
帯
行
動
が
効
を
奏
し
た
。
す
る

と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
金
属
労
組
が
ス
ト
な

し
で
週
44
時
間
を
獲
得
。
ド
イ
ツ
金
属
労

組
（
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
）
も
週
45
時
間
を
獲
得
し
、

１
９
５
９
年
初
頭
に
は
、
ド
イ
ツ
金
属
産

業
全
体
に
週
44
時
間
を
導
入
。
１
９
６
５

年
か
ら
は
週
40
時
間
労
働
制
を
勝
ち
取
っ

た
（
１
９
９
５
年
、
週
35
時
間
制
の
獲
得

に
至
る
。
こ
の
時
レ
ブ
ハ
ン
Ｉ
Ｍ
Ｆ
書
記

長
は
、「
週
40
時
間
制
は
産
業
史
の
屑
籠
に

入
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
）。

地
域
活
動
と
日
本
事
務
所

　

１
９
５
７
年
の
ル
ガ
ー
ノ
大
会
（
第
18

回
）は
、議
題
の
一
つ“
ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
地
域
の
金
属
労
組
の

状
況
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
連
帯
活
動
”
に
つ
い

て
討
議
し
た
。
こ
の
年
、
東
京
に
日
本
連

絡
事
務
所（
瀬
戸
一
郎
所
長
）が
開
設
さ
れ
、

日
本
に
お
け
る
オ
ル
グ
活
動
が
開
始
さ
れ

た
。Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
ア
ジ
ア
担
当
は
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
ダ
ン
ネ
ン
バ
ー
グ
書
記
次
長
（
ド
イ

ツ
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
出
身
）
で
あ
っ
た
。

　

１
９
５
８
年
、
鉄
鋼
労
連
の
厳
し
い
賃

金
闘
争
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
を
通
じ
て
全
米
鉄
鋼

た
（
第
20
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ウ
ィ
ー
ン
大
会
）。
と

き
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
組
織
勢
力
は
９
３
０
万
人
。

　

こ
の
大
会
を
機
に
、
日
本
に
お
け
る
Ｉ
Ｍ

Ｆ
活
動
は
軌
道
に
乗
る
。
１
９
６
６
年
に
は
、

オ
ッ
ト
ー
・
ブ
レ
ナ
ー
Ｉ
Ｍ
Ｆ
会
長
（
Ｉ
Ｇ

メ
タ
ル
会
長
）
が
初
来
日
し
て
い
る
。

　

１
９
６
９
年
に
は
第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ジ

ア
地
域
会
議
を
東
京
で
開
催
し
、
地
域
に

お
け
る
「
労
働
組
合
基
本
権
」
が
メ
イ
ン
・

テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
そ
れ
以
降

の
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
組
織
化
活
動
展

開
の
原
点
と
な
っ
た
。

　

こ
の
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
書
記
長
は
退
任
す
る

グ
ラ
デ
ル
か
ら
イ
ヴ
ァ
・
ノ
ー
レ
ン
（
ス

イ
ス
金
属
労
組
）
に
交
代
し
た
。

南
ア
フ
リ
カ
闘
争

　

１
９
６
０
年
代
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人

種
隔
離
）
政
策
は
南
ア
フ
リ
カ
に
深
刻
な

重
荷
を
課
し
て
い
た
。
人
口
の
大
多
数
を

占
め
る
黒
人
は
自
由
も
参
政
権
も
否
定
さ

れ
て
い
た
。
労
働
組
合
加
入
も
認
め
ら
れ

ず
、
法
に
異
議
を
唱
え
れ
ば
た
ち
ま
ち
逮

捕
・
拘
留
さ
れ
、
ま
た
は
絶
え
ず
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
受
け
続
け
た
。

　

１
９
８
０
年
６
月
の
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー

ゲ
ン
・
ウ
イ
テ
ン
ハ
ー
ゲ
工
場
（
南
ア
）

に
お
け
る
“
生
活
賃
金
”
要
求
の
ス
ト
ラ

イ
キ
は
、
南
ア
労
働
組
合
運
動
に
と
っ
て

転
換
点
と
な
っ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
ス
ト
支
援

労
組
（
Ｕ
Ｓ
Ｗ
）
か
ら
１
万
ス
イ
ス
・
フ

ラ
ン
（
84
万
円
）
の
資
金
カ
ン
パ
が
届
け

ら
れ
、
闘
争
を
支
援
し
た
。

　

す
る
と
１
９
５
９
年
、
Ｕ
Ｓ
Ｗ
の
長
期

ス
ト
（
１
１
６
日
間
）
に
際
し
て
、
鉄
鋼

労
連
が
１
人
10
円
カ
ン
パ
（
１
０
０
万
円
）

を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
を
通
じ
て
送
金
し
、

連
帯
の
精
神
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
当
時

日
本
労
組
が
実
施
し
た
海
外
労
組
と
の
相

互
支
援
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。（
ち
な
み
に
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
枠
の
中
に
お
け
る
日
米
労
組
連

携
は
そ
の
後
、
１
９
６
９
年
の
日
米
電
機

産
業
貿
易
合
同
調
査
委
員
会
の
会
合
や
、

１
９
７
０
年
代
の
自
動
車
貿
易
、
在
米
日

系
自
動
車
企
業
組
織
化
問
題
で
の
協
議
、

日
米
加
金
属
労
組
定
期
会
議
な
ど
に
発
展

し
て
い
く
。）

　

１
９
６
１
年
の
第
19
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大

会
（
ロ
ー
マ
）
に
は
、
日
本
代
表
団
（
竹

花
勇
吉
・
電
機
労
連
委
員
長
、
宮
田
義
二
・

鉄
鋼
労
連
書
記
長
、
関
野
忠
義
・
全
機
金

委
員
長
、
瀬
戸
一
郎
・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務

所
長
）
が
出
席
、
日
本
に
お
け
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ

加
盟
への
動
き
が
加
速
化
し
て
い
く
。

　

７
年
に
及
ぶ
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
の
オ

ル
グ
活
動
を
経
て
、
１
９
６
４
年
５
月
16

日
、
既
存
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
４

団
体
の
枠
を
超
え
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会

（
Ｊ
Ｃ
）
が
結
成
さ
れ
、
同
年
11
月
に
は
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
へ
の
Ｊ
Ｃ
一
括
加
盟
が
承
認
さ
れ

ダンネンバーグ氏と打ち合わせする
瀬戸氏（右）

アドルフ・グラデル書記長
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の
中
枢
に
あ
り
、
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
と
ド
イ
ツ
・

ヴ
ォ
ル
フ
ス
ブ
ル
グ
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー

ゲ
ン
と
不
断
の
連
携
を
図
っ
て
、
ス
ト
ラ

イ
キ
に
参
加
し
た
労
働
者
の
解
雇
を
防
ぎ
、

警
察
の
関
与
を
排
除
し
た
。

　

１
９
８
７
年
、
不
当
な
死
刑
判
決
を
う

け
た
、
南
ア
全
国
金
属
労
組
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｓ

Ａ
）
モ
ー
ゼ
ス
・
マ
エ
キ
ソ
書
記
長
の
無
罪
・

釈
放
を
求
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
を
基
軸
に
加
盟
組
織
あ
げ
て
の
グ
ロ
ー

バ
ル
な
展
開
を
み
せ
、
つ
い
に
無
罪
釈
放

を
勝
ち
と
っ
た
。
こ
の
勝
利
も
ま
た
、
や

が
て
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
体
制
の
崩
壊
に
繋

がっ
た
。

多
国
籍
企
業
対
策
の
嚆
矢

　

１
９
６
６
年
、
デ
ト
ロ
イ
ト
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ

世
界
自
動
車
会
議
（
自
動
車
部
会
）
の
決

議
を
受
け
、
第
1
回
世
界
自
動
車
協
議
会

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
世
界
企
業
別
労

組
協
議
会
で
あ
り
、
同
一
企
業
の
各
国
事

業
所
に
就
業
す
る
労
働
者
が
一
堂
に
会
し
、

情
報
を
共
有
し
、
活
動
を
調
整
す
る
点
に

お
い
て
画
期
的
な
展
開
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｍ

Ｆ
は
、
企
業
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
具
体
的
に

対
応
す
る
組
織
機
構
を
構
築
し
た
最
初
の

組
織
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
今
日
の
超
国
家

企
業
（
Ｔ
Ｎ
Ｃ
）
労
組
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

先
駆
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
７
０
年
代
以
降
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
、
国
連
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
お
け
る
多
国
籍
企
業
行
動
規

範
策
定
に
も
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
先
進
的
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。

　

１
９
６
８
年
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
結
成
75
周
年

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
会
（
第
21
回
）
の
時
点

で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
組
織
勢
力
は
つ
い
に
１
０
０

０
万
人
を
超
え
た
。

社
会
条
項

　

１
９
７
３
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
ス
イ
ス
政
府

の
支
持
の
下
、
関
税
貿
易
一
般
協
定
（
Ｇ

Ａ
Ｔ
Ｔ
）
に
“
社
会
条
項
”
を
挿
入
す
る

提
案
を
行
な
っ
た
。
以
降
、
す
べ
て
の
通

商
協
定
や
投
資
協
定
に
中
核
的
労
働
基
準

（
Ｃ
Ｌ
Ｃ
）
を
挿
入
す
る
た
め
の
闘
い
は
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
労
働
運
動
の

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
事
務
所
は
東
ア

ジ
ア
地
域
事
務
所
と
な
り
、
９
ヵ
国
地
域

を
担
当
す
る
に
至
っ
た
。

　

１
９
７
４
年
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会

（
第
13
回
）
で
ハ
ー
マ
ン
・
レ
ブ
ハ
ン
書
記

長（
全
米
自
動
車
労
組=

U
A
W
）就
任（
～

１
９
８
９
年
）。
１
９
７
５
年
に
は
、
東
京

で
初
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

同
年
、
第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
造
船
作
業
部
会
、

次
い
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
第
６
作
業
部
会
と
の
協

議
（
パ
リ
）
で
、
国
庫
助
成
金
問
題
、
二
重

船
底
案
な
ど
産
業
政
策
協
議
を
実
施
。（
韓

国
政
府
の
協
議
参
加
への
道
開
く
）

東
京
大
会

　

１
９
８
５
年
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は

初
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
（
第
26
回
）
が
、
Ｉ

Ｍ
Ｆ–

Ｊ
Ｃ
組
織
を
挙
げ
て
の
受
け
入
れ

の
も
と
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
メ
イ
ン

・
テ
ー
マ
は
「
労
働
組
合
２
０
０
０

−

明
日

へ
の
総
結
集
」
で
あ
っ
た
。
と
き
に
組
織

勢
力
は
１
３
６
０
万
人
。

　

１
９
８
９
年
、
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
レ
ン

タ
ッ
キ
書
記
長
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
金
属
労

組
）就
任
（
～
２
０
０
６
年
）。

冷
戦
構
造
崩
壊
後
の

Ｉ
Ｍ
Ｆ

中
東
欧
へ
の
拡
大

　

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、
冷
戦
構
造
の
終

焉
と
と
も
に
、
１
９
９
１
年
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中

央
委
員
会
で
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
旧
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
旧

東
ド
イ
ツ
）、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
金
属
労
組
が

加
盟
、
ま
た
は
再
加
盟
し
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の

歴
史
に
新
時
代
が
訪
れ
た
。

　

翌
年
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ル
ー
マ
ニ
ア

の
金
属
労
組
が
満
場
一
致
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
迎
え

ら
れ
た
。
そ
し
て
時
を
経
ず
し
て
そ
の
他

中
東
欧
諸
国
の
金
属
労
組
か
ら
の
加
盟
・

再
加
盟
申
請
が
続
い
た
の
で
あ
る
。

１
０
０
周
年
記
念
大
会

　

１
９
９
３
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
結
成
ゆ
か
り
の

地
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
、「
１
０
０
周
年
記

念
世
界
大
会
」（
第
28
回
）が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
を
機
に
、
次
期
大
会
ま
で
の
運

動
の
基
調
と
な
る
べ
き
「
決
議
」
の
採
択

ＩＭＦ第１回アジア地域会議（1969 年、東京）

ＩＭＦ第 26回世界大会（1985 年、東京）
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（
平
和
な
ど
課
題
ご
と
に
十
数
本
）
に
代
わ

り
、目
標
達
成
型
の「
ア
ク
ション・プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
採
択
さ
れ
る
よ
う
に
なった
。
目
標
は
、「
具

体
的
で
、
達
成
可
能
で
あ
り
、
評
価
が
可
能

な
も
の
」
と
さ
れ
た
。
組
織
勢
力
は
１
０
０

周
年
時
点
で
、84
ヵ
国
、１
８
０
０
万
人
で
あ
っ

た
。国

際
諸
機
関
で
の
活
動

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
国
連
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
そ
の
他
機
関
に
お
け
る
活
動
の
最
前
衛

に
あ
り
、
超
国
家
企
業
（
Ｔ
Ｎ
Ｃ
）
の
権

力
を
抑
制
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確
立
す
べ

く
圧
力
を
か
け
て
き
た
。

　

１
９
９
７
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大

会
（
第
29
回
）
時
点
の
組
織
勢
力
は
、１
９

０
０
万
人
と
な
っ
て
い
た
。

国
際
枠
組
み
協
定

　

２
０
０
１
年
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
最
初
の
「
国

際
枠
組
み
協
定
（
Ｉ
Ｆ
Ａ
）」
を
交
渉
・
締

結
し
、
多
国
籍
企
業
と
の
超
国
家
的
な
団

体
交
渉
へ
の
道
を
切
り
拓
い
た
。
そ
の
後

数
多
く
の
労
使
ウ
ィ
ン=

ウ
ィ
ン
の
Ｉ
Ｆ

Ａ
を
締
結
し
て
い
る
。（
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
組
み
協
定

＝
Ｇ
Ｆ
Ａ
」
の
名
称
で
統一す
る
模
様
）

　

２
０
０
１
年
、
シ
ド
ニ
ー
大
会
（
第
30

回
）
時
点
の
組
織
勢
力
は
、
２
４
０
０
万
人
。

そ
し
て
２
０
０
５
年
、
ウ
ィ
ー
ン
大
会
（
第

31
回
）
は
ユ
ル
キ
・
ラ
イ
ナ
書
記
長
（
北
欧

産
業
労
連
）を
選
出
、
こ
の
時
点
で
組
織
勢

力
は
２
５
０
０
万
人
と
なっ
た
。

不
安
定
雇
用

　

２
０
０
７
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
Ｉ

Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
の
討
論
の
中
心
は
、“
不

安
定
雇
用
”
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、

こ
の
問
題
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
最
優
先
課
題
の
一

つ
と
な
っ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
他
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
や

欧
州
に
お
け
る
友
誼
組
織
と
と
も
に
、
国

際
レ
ベ
ル
で
拡
大
傾
向
に
あ
る
不
安
定
雇

用
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

進
む
製
造
業

Ｇ
Ｕ
Ｆ
と
の
共
闘

　

と
く
に
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、

と
き
に
同
一
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
を
相
手

と
す
る
交
渉
が
難
航
す
る
中
、
関
連
す
る

複
数
Ｇ
Ｕ
Ｆ
が
伝
統
的
な
守
備
範
囲
を
超

え
て
、
連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
性
が
増

し
て
き
た
。
そ
れ
が
労
組
側
の
組
織
統
合

を
模
索
す
る
動
き
に
も
繋
がって
い
く
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
に
よ
っ
て
産
業
構
造
に
変
化
が
生
じ
、

し
た
が
っ
て
業
際
の
フ
ァ
ジ
ー
化
が
顕
著

に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

　

Ｇ
Ｕ
Ｆ
に
よ
っ
て
は
、
産
業
構
造
・
貿

易
構
造
の
変
容
の
た
め
、
先
進
工
業
国
に

お
い
て
は
雇
用
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
も

な
り
、
し
た
が
っ
て
組
織
員
数
の
減
退
で
、

い
き
お
い
財
政
問
題
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
も

出
て
き
た
。

　

ま
た
、
一
国
の
組
織
が
複
数
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ

に
加
盟
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
す
で
に
あ
る
。

例
え
ば
全
米
鉄
鋼
労
組
（
Ｕ
Ｓ
Ｗ
）
は
Ｉ

Ｍ
Ｆ
の
ほ
か
、
そ
の
鉱
山
・
化
学
部
門
を

代
表
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
に
も
加
盟
し
て
い
る
、

な
ど
だ
。

　

北
欧
で
は
、
製
造
業
の
関
係
労
組
が
統

合
、
し
か
も
国
境
を
越
え
て
地
域
大
で
一

体
化
し
、
北
欧
産
業
労
連
と
な
っ
て
い
る

例
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
製
造
業
の

Ｇ
Ｕ
Ｆ
が
組
織
統
合
を
果
た
し
て
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
ま
で
同
一
組
織
の
傘
下
に
配

置
し
、
強
力
な
連
携
プ
レ
ー
が
で
き
る
な

ら
、
そ
れ
は
ど
の
組
織
も
望
む
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
ろ
う
。
加
え
て
財
政
的
に
も
効
率

的
運
営
が
期
待
さ
れ
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
も

予
見
で
き
る
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の
統
合

　

２
０
１
２
年
６
月
18

−20
日
、
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
・
ベ
ル
セ
ン
タ
ー
会
議
場
に
お

い
て
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
２
５
０
０
万
人
）
が
、
そ

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ（
２
０
０
０
万
人
）、
Ｉ

Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
（
１
０
０
０
万
人
）
が
、
相

次
い
で
臨
時
大
会
を
開
催
し
、
19
世
紀
以

来
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
刻
ん
で

き
た
組
織
の
解
散
を
承
認
し
、
そ
の
統
合

組
織
で
あ
る
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
」
を
結
成
し

た
。
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
で
あ
る
。
そ

の
組
織
勢
力
は
、
製
造
業
（
金
属
・
化

学
・
繊
維
）・
鉱
山
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門

を
網
羅
す
る
１
４
０
ヵ
国
、
３
５
０
組
織
、

５
０
０
０
万
人
で
あ
る
。

100 周年記念世界大会
（第 28回、1993 年、チューリッヒ）

不安定雇用キャンペーンに参加すＪＣ代表
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●ＩＭＦ−ＪＣ顧問

小島正剛 こじま・せいごう　

６０年ＩＭＦ日本事務所に入職以来、
ＪＣ事務局長代理、ＪＣ国際局長、Ｊ
Ｃ副議長（国際委員長）（以上 IMF と
の兼務）、ＩＭＦ地域代表を務めるな
ど国際労働運動一筋。９８年ＪＣ顧問
に。日本労働ペンクラブ会員他。主要
著書「海外労働アラカルト」他。

エ
ピ
ロ
ー
グ

ま
た
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

へ
の
期
待

　

右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は

１
１
９
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。
そ
し

て
ほ
ぼ
同
時
期
に
発
足
し
た
他
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ

（
化
学
、繊
維
）
も
、１
世
紀
有
余
に
わ
た
り
、

三
者
相
互
に
連
携
し
つ
つ
、
し
か
し
自
律

的
な
運
動
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
れ
が
つ

い
に
、
組
織
統
一
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

言
わ
ず
も
が
な
、
既
述
し
た
と
お
り
、
そ

れ
に
は
も
ろ
も
ろ
の
要
因
が
あ
っ
た
。

　

経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
負
の
局
面
を
深

刻
化
さ
せ
て
久
し
い
。“
底
辺
へ
の
競
争
”、

“
不
安
定
雇
用
”、“
社
会
格
差
”
な
ど
、
労

働
運
動
が
取
り
組
む
べ
き
グ
ロ
ー
バ
ル
な

挑
戦
は
、
ま
さ
に
「
一
刻
の
猶
予
も
許
さ

な
い
状
況
に
あ
る
。」（
フ
ー
バ
ー
会
長
）

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

で
」
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
の
合

言
葉
で
あ
る
。

　

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
資
本
が
移
動
す
る
と

き
、
当
然
労
働
組
合
も
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に

対
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
は
や
、
国
内

完
結
型
で
は
お
さ
ま
ら
な
い
し
、
ま
し
て
、

企
業
内
完
結
型
の
組
合
運
動
で
は
お
さ
ま

ら
な
い
。

　

職
場
環
境
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
市
場
動
向
が
、
直
接
・
間
接
に
現
場
に

影
響
を
与
え
る
今
日
的
状
況
が
あ
り
、
そ

れ
が
す
で
に
常
識
に
な
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
は
、
職
場
の
組
合
員
に
組
合
の

レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
（
存
在
理
由
）
を
再
認

識
す
る
機
会
を
与
え
、
不
安
定
雇
用
労
働
者

に
は
人
権
や
労
働
組
合
権
の
重
要
性
に
つ
い

て
覚
醒
さ
せ
た
。
日
本
の
労
働
運
動
に
と
っ

て
再
活
性
化
の
機
会
が
訪
れ
て
い
る
の
だ
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
先
に
論
じ

た
よ
う
な
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
組
織
で

は
な
い
。
そ
の
力
量
は
す
ぐ
れ
て
「
各
国

加
盟
組
織
の
有
り
よ
う
」
に
か
か
っ
て
い

る
。
か
つ
て
マ
ル
チ
ェ
ロ
・
マ
レ
ン
タ
ッ

キ
元
Ｉ
Ｍ
Ｆ
書
記
長
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
に

考
え
、
ロ
ー
カ
ル
（
持
ち
場
）
で
行
動
す
る
」

と
語
っ
た
が
、
時
代
を
見
据
え
る
目
が
そ

う
言
わ
せ
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

今
後
の
行
方
を
展
望
す
る
と
き
、
受
け

取
っ
た
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
大
会

へ
の
招
待
状
に
、
こ
う
あ
っ
た
の
を
思
い

起
こ
す
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
連
帯
の
新
時
代
を

切
り
開
き
、
多
国
籍
企
業
に
対
応
す
る
強

力
な
拮
抗
勢
力
を
構
築
し
、
人
を
最
優
先

す
る
新
た
な
経
済
・
社
会
モ
デ
ル
実
現
の

た
め
に
闘
う
組
織
と
な
り
ま
す
。」

　

と
す
れ
ば
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
が
、

真
に
信
頼
す
べ
き
、
身
近
か
な
“
社
会
的
拮

抗
勢
力
”
た
り
う
る
か
が
、
問
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
冒
頭
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
解
散
を

「
発
展
的
に
解
散
」
と
し
た
の
に
は
そ
れ
な

り
の
意
味
が
あ
る
。
か
つ
て
、
19
世
紀
末
の

先
達
が
「
ア
ピ
ー
ル
」
で
訴
え
た
よ
う
に
、「
前

へ
、
さ
ら
に
前
へ！
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

次
期
大
会
ま
で
の
向
こ
う
４
年
間
は
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
と
っ
て
細
部
調

整
の
移
行
期
間
と
さ
れ
て
い
る
。
当
面
は

そ
の
発
展
動
向
を
見
据
え
つ
つ
、
日
本
労

組
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
期
待
し
た
い
。

※
追
記　

こ
の
一
文
、
冒
頭
予
感
し
た
よ

う
に
、
「
対
話
」
と
は
ほ
ど
遠
い
記
述
と
な

っ
た
が
、
カ
ー
教
授
は
「
尽
き
せ
ぬ
対
話
」

と
言
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ
書

き
直
す
と
き
も
来
る
だ
ろ
う
。

（
注
１
）
E
・
H
・
カ
ー
「
歴
史
と
は
何
か
？
」

（
邦
訳
1
9
6
2
年
版
）。

（
注
２
）
G
・
D
・
H
・
コ
ー
ル
「
イ
ギ
リ
ス
労
働

運
動
史
」
（
邦
訳
1
9
5
3
年
版
）。

（
注
３
）
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス

「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状

態
」（
邦
訳
2
0
0
0
年
版
）

（
そ
の
他
参
照
資
料
）

I M
F, Iron International

‐75 Y
ears, 1968, 

G
eneve.

（
Ｉ
Ｍ
Ｆ–

Ｊ
Ｃ
訳
「
国
際
金
属

労
連
75
年
の
歩
み
」
1
9
6
8
年
刊
）

IM
F, International M

etalw
orkers' 

Federation 1893-1993 –The first 
hundred years,  1993, G

eneve.

（
I
M
F
１
０
０
年
史
。
邦
訳
な
し
）

I
M
F
、
歴
史
ビ
デ
オ
「
誇
り
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル

連
帯
の
歴
史
」（
I
M
F
解
散
大
会
で
上

映
、
2
0
1
2
年
）お
よ
び
テ
キ
ス
ト

（
備
考
）
本
稿
の
表
題
は
、
こ
の
表
題
を
借
用
し
た

も
の
。
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
キ
ス
ト
の
入
手
に
は

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
専
従
の
松
﨑 

寛
氏
の
協
力

を
得
た
。

拙
稿
、「
国
際
労
働
運
動
の
潮
流
‐
萌
芽
期
か
ら

社
会
的
拮
抗
勢
力
の
構
築
へ
」（『
Ｉ
Ｍ
Ｆ–

Ｊ
Ｃ
』

2
0
0
9
年
冬
号
所
収
）、
2
0
0
9
年
。

拙
稿
、
「
国
際
産
業
別
組
織
の
歴
史
と
そ
の
役
割
‐

現
状
と
課
題
」（
日
本
I
L
O
協
会
『
先
進
国
の

労
働
運
動
と
国
際
労
働
組
織
』
所
収
）、
2
0
0
4

年
。

（
2
0
1
2
年
7
月
25
日
記
）

インダストリオール結成大会参加者


